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　奥羽大学歯学部では,従 前よ り,歯 科補綴学講座 はもとよ り,口 腔 外科 学講座,歯 科

保存学講座 を中心に臨床系 ・基礎系 の多 くの専門分野の方々が携わ り口腔 インプ ラン ト

学教育,附 属病 院での インプ ラン ト臨床 が実施 されて きて お ります。 さらに,昨 年平成

26年4月 よ り,歯 科補綴 学講座 の冠橋義歯 学,有 床義歯 学 に加 え,口 腔 イ ンプ ラ ン ト

学が専門領域 と して加わ りました。学 内で口腔 イ ンプラ ン ト学 は 「歯の欠損に対す る咬

合 の回復」 を科学す る講座 に組 み込 まれ ま したが,奥 羽大学 におけるこれ までの取 り組

み と同様 に,多 領域 連携型 の包括 的な学 問である と考 え られ ます。 また,様 々な分野の

専門家 が集い,デ ィスカ ッシ ョンしなが ら最良 を 目指す,出 会いの多い領域 と考 えられ

ます。

　現在,主 に使用 されてい るオ ッセオイ ンテグ レーテ ッ ドインプラン トは,臨 床応 用の

開始 か ら40余 年,本 邦 に導入 されてか らすでに30年 あま りを経過 してお ります。その間,

インプ ラン ト治療 に関す る高 い治療成績 が多数報告 され,ブ リッジや可撤性義歯 によ る

咬合 回復 に加 えて インプ ラン トの応 用頻度 が高 まってい ます。わた く したちが手にす る

インプ ラン ト体や コンポーネ ン ト,さ らに術式 ・器具 にい たるまで さまざまな開発がす

すめ られ,日 ごとに発展 を続 けて い ます。 なかで も,2000年 代 に入 って か らの広 が り

の ス ピー ドは,他 に類 を見 ない もの で した。歯 科器 材 ・用 品年鑑 を紐 解 く と,特 に

1998年 には約80億 円規模で あった イ ンプ ラン ト関連市場 は右肩上 が りに増加 し,2008

年には320億 円にまで拡大 した とされて います。 この時期 には インプ ラン ト治療 に対す

る正確 な知識の普及が遅れ,イ ンプ ラン ト治療 は 「第二の永久歯」,「一生使 うことが可

能」,「夢 のよ うな治療法」 な どとい う誤 った社会的評価 が生 じてい ま した。

　 インプ ラン ト療法 には高い治療効 果が期待 で きます。 しか しなが ら,イ ンプラン ト治

療 を受けた患者 さんが増 えるにつれ,治 療 結果 に満足 されて い らっ しゃ らない患者 さん

も存在 しま した。歯科医療 施設で問題が解決 で きない患者 さんの声 が注 目 され るように

な り,イ ンプ ラン ト治療術 後の不具合 が表面 化 され る ことにな りま した。2007年 に起

きたインプ ラン ト埋入手術 に関わ る患者 さんの死亡事故 を きっかけに,イ ンプラン ト治

療 に対 す る批判 が雑誌 ・テ レビな どのマ スコ ミ各所 で相 次 ぎま した。2011年 には,独

立行政法人 ・国民生活 センターが 「歯科 イ ンプ ラン ト治療 によ り危害 を受 けた」 とい う

相談の急増 か ら実際 をまとめた レポー ト 「歯科 イ ンプ ラン ト治療 に関わ る問題-身 体的

トラブルを中心 に-」 が報道発表 され,心 無 いイ ンプ ラン ト治療 に対す る批判が更に高

まることとな りました。 インプラン ト治療 に対す る評価 は一変 し 「危険な治療」,「事故が

急増」,「原 因は知識 ・技術不足 の歯科医師」 とい う偏 った ものに急激 にシフ トしました。



　 1998年 に福岡歯科大学に日本初の独立 した口腔インプラン ト治療の組織が開設 され

ました。その後,歯 科大学 ・歯学部には次々とインプラントを専門とする組織が設置 さ

れています。また,2005年 には医歯薬出版株式会社から口腔インプラン ト学の教科書

として 「よくわかる口腔インプラン ト学」が出版 され,「 口腔インプラン ト学」教育の

定着の足掛か りとなりました。歯科医師国家試験への出題数も徐々に増 えてきています。

　 さらに,イ ンプラン ト治療に対する批判への対応として,日 本歯科医学会専門分科会

の公益社団法人 日本口腔インプラント学会は,2012年 に 「口腔インプラン ト治療指針

2012」 を発行 しました。加 えて,イ ンプラン ト治療に関わる治療技術向上を目的とし

た実習器材 ・システムと実習書を作成 し,併 せて口腔 インプラン ト用語集を刷新するな

ど,口 腔インプラント学の 「学問」 としての成熟 を後押 ししていると考えられます。さ

らに,公 益性のある企画の一環として関連学会 ・団体による公開講座や市民フォーラム

などでインプラント治療 についての正 しい知識 を国民に対 して発信 してい く場が数多く

設けられるようになってきています。

　近年,イ ンプラン ト治療に関する基礎的,臨 床的研究は極めて盛んであり,最 先端の

技術について意義深い多数の報告がなされています。臨床主導で急拡大 したインプラン

ト治療からの反省は,「科学的根拠に基づ く治療の実践」の重要性の再確認であると考

えられます。治療効果に対する裏付けがまだまだ足 りない最新技術 を,実 験的に患者 さ

んに応用することは許 されません。その点については,ま だまだ明らかにされていない

事項は多く,高 い治療効果が得られる術前診断の技術 を確立す るための研究に期待が寄

せ られています。超高齢社会である本邦では,治 療効果はこれまで以上に末永 く幅広い

評価が求め られています。「基本に忠実」な治療の結果 を長期 にわたって評価す る臨床

調査のもたらす知見は極めて意義深いものと考えられます。臨床的な治療指針に反映さ

れる情報を含む研究への取 り組みが求められています。
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